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ヘルマン・ヘッセとマウルブロン

高橋 修

はじめに

ヘッセとマウルプロンと言えば、多くの人が思い浮かべるのはまず『車輪の下』に

おける強烈な教育制度批判であろう。へッセはそこで、マウルブ、ロン神学校をも含め、

当時の教育の風潮を一絡げに個を圧殺するものとして断罪している1)。

しかしヘッセの精神遍歴にとってマウルプロン体験が果たした役割はそんなに単純

なもので、はなかった。建物自体、中世以来のヨーロッパの精神的伝統を象徴するもの

であり、そしてそこで受けた教育によって聞かれた古典の世界への視界や、友人たち

との生き生きとした交わりの体験は、後のへッセにとっての一種の礎石の役割をも果

たしているのである。

ヘッセとマウルブ、ロンの出会いは不幸なものだったが、そこで担わされた課題の意

味を一生問い続けた結果得られたものは、思いの外広々とした歴史観であり、彼岸を

含めた世界の全貌へ向かつての一つの展望であったとも言えるのかもしれない。そう

した経過を、この論文で辿ってみたい。

神学校時代のヘルマン・ヘッセ

ヘッセがマウルブ、ロン神学校に在校した期間は、 1891年 9月 15日から 1892年 5

月 7日まで、 8ヶ月弱である。その間 3月 7日には、有名な逃走事件を引き起こして

いる。ところで、『車輪の下』の内容を投影すると、ついついヘルマン・ハイルナ一

同様にへッセは常に教師たちと衝突を繰り返していたのではないかと思いたくなる。

しかし、この想、定は誤っている。少なくともへッセは、教師たちとの衝突が募って脱

走に至ったのではなく、むしろ発作的に脱走してしまった帰結として他に悪影響を与

える生徒とみなされるようになり、教師たちとの事L蝶が高まった、と捉えた方が事実

に近そうなのである。

9月 15日にマウノレブ、ロンに着いて以来、ヘッセはほぼ週末ごとに両親に近況報告

の手紙を出しているのだが、それを辿ると、当時のへッセの学校生活が非常に多彩で

活気に溢れたものであったことが見えてくる 2)。友人を作り、ホメロス等、古典の世

界に心酔し、ある湖畔が気に入って頻繁に訪れたり、催眠術騒ぎに関わって教師たち

に怒られたり、得意教科や嫌いな教科についても結構のびのびと叙述し、火事の消火
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等を手伝うことで大きな体験を得たり、自ら音頭を取って文芸サークルを設立し、週

一回シラーの作品等を朗読したり・・・・。ここに逃走事件の予兆を読みとることは、少

なくともこれらの手紙の読者である家族の視点からは難しかっただろう。

一人の友人との交わりに焦点を当てつつ、ヘッセの神学校生活の雰囲気の推移を素

描してみよう。神学校時代を通して、ヘッセにとっての最大の親友は同級生のヴ、イル

ヘルム・ラング3)だ、った。両親への 11月 30日の手紙で既に親友として紹介されてお

り、彼が風邪を引し、た折には数日間殆ど自由時間毎に付き添うなど、なかなかの熱の

入れようである。晩に二人だけで修道院の建物に出かけ、月光の差す聖堂の中で詩的

空想を開陳するようなことも習慣となっていたようであるヘ 2月 14日の手紙でヘツ

セは友人たちを一人一人手短かに生き生きと描写しているが、ラングについてはこん

な風に書いている 5)。

Am meisten naturlich gehe ich mit meinem Freund Wilhelm Lang um: Der ist fleisig， hat加

seinem Pult inskribiert: "Ora et labora!" Er ist praktisch wie nie einer， kann aus einem 

Brettchen， einer Schn町， Papier etc Alles Erdenkbare machen. Er zeichnet besonders 

Ornamente sehr nett， liest viel Schiller， ist das Muster eines Schulers. Er ist wenig kleiner als 

ich， ahnlich gekleidet wie ich， hat ein nettes frohes Gesicht und tragt Stehkr混gen.Er hat 

immer Apfel und Butter， woran ich viel， sehr viel verzehren helfe. Er hat eine schone 

Handschri食， fuhrt den FISCUS der Promotion und ist Samstags seine Bratwurst immer nur 

halb. Er ist ein wenig却時ckhaltend，sehr合iedliebendund kampft wenig. 

もちろん一番つき合いが多いのは我が友ヴイルヘルム・ラングです。彼は勤勉で、机

に「祈り、そして働け!Jと書き込んでいます。誰にも増して手際がよく、板、ひも、

紙といったものから考え得る限りのものを作ることができます。特に彼は装飾模様を

描くのがとても上手で、シラーを沢山読み、模範的な生徒です。背は僕より少し低く、

僕と同じような服装をしており、感じのいい陽気な顔をしており、立て襟の服を着て

います。彼の所にはいつでもリンゴとバターがあり、その消費を僕はかなり手伝って

います。彼の筆跡は美しく、クラスの会計係で、そして土曜日には自分のソーセージ

を半分しか食べません。彼は少し控えめで、そして平和を愛し、けんかはあまりしま

せん。

ヘッセが様々な事件を引き起こす困り者的な存在だ、ったのに対し、ラングの方は受

け身でおとなしく、どことなくハンス・ギーベンラートを思わせる人柄であったこと

が何われる。本当に気を許しあった友情関係だ、ったようだが、しかし、その頃週一回

集まっていた文学サークルの活動との関わりではラングの名前は出てこない。むしろ

そういう場での活動の緊張をほぐしてくれる面で、ヘッセにとってはラングとの関係

は貴重だったのかもしれない。
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ところがそこに 3月 7日の出来事がやってくる。ヘッセは計画性もなしに、次の授

業の教科書等を抱えたまま神学校を脱走し、一夜を野外で過ごして翌朝保護されるの

である。神学校内は大騒動になって探索が行なわれ、カルプの実家にも電報で知らさ

れた。 3月 10日に教員会議が開かれ、動機は何だ、ったのか、これからどう扱うべき

かについて議論が行なわれた。その結果、計画性はなかったことが確認され、罰は禁

固室刑 8時間と、教師側の見方からすれば比較的軽いものとされた。しかし、振り返

ってヘッセのそれまでの生活の色々な問題性が浮き彫りにされ、この学校に居続ける

ことは誰のためにもならないという判断が下される。ヘッセの両親にも自発的な退校

が勧告されるのであるヘ

ヘッセはこうしていわば熔印を押された生徒となり、周囲から白眼視される立場と

なる。そんな中で、ヴィルヘルム・ラングだけは彼を見捨てなかったのだが、それに

もついに終わりが来る。 3月 20日のへッセから両親への手紙を見てみよう7)。

Das Schwerste muste ich gestem erleben， den Abschied von meinem Wilhelm， der mich so 

ga回 verstandund kannte， der nach meinem Fall noch den sonst Verachteten liebte und 

Freud und Leid mit mir teilte. Trauemd gab er mir gestem einen Brief seines企ommenund 

biederen Vaters zu lesen， der mir deutlich zeigte， das ich auch von Wilhelms Eltem 

verachtet werde， und dessen Inhalt so ziemlich der Befehl zur Trennung war. Es war ein 

schoner Abend， der Mond schien in die alte Halle， wo wir in Gesprach dahinsc耐itten.Ich 

habe den verloren， den ich mehr liebte als alle， dem meine Freizeit， mein Singen und 

Denken gehorte. 

もっともつらいことを僕は昨日体験しなければなりませんでした。それは、ヴィルヘ

ルムとの別れです。彼は僕のことを本当によく分かつてくれ、あの事件後も、他の人

からは軽蔑されている僕をなお愛してくれ、喜びも苦しみも分かち合ってくれていた

のに。昨日彼は悲しそうに、敬度で実直な彼の父からの手紙を僕に渡して読ませてく

れました。その手紙は、ヴ、イルヘルムの両親も僕を軽蔑していることを明瞭に示して

おり、その内容は、殆ど僕から離れろという命令に等しかったのです。美しいタベで、

僕たちが話しながら歩んだ古い大広間には、月が照っていました。僕は、他の誰より

も愛し、僕の自由時間と歌と思考を捧げた人を失ったのです。

以後ヘッセの心の荒廃は進み、折角の春休みも、花火の扱いを誤って危うく失明し

かねない火傷を負って学校へ戻るのが 1週間遅れるなど、一向に軌道を修正できる見

込みは立たない。 5月上旬には、ベットが隣のオットー・ハルトマン 8)に「殺す」と

宣言してとびかかるとし、う奇行を犯す。ハルトマンは両親に相談し、そこからさらに

シュトゥットガルトのヘッセの親類に相談が行ったことから、いよいよへッセの両親

も息子をこれ以上神学校にいさせてはならないと決断する。 5月 7日、へッセは母と
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兄に付き添われて、パート・ボ、ルのブルームハルト牧師の営む施設に送られるへそ

の後も軌道を外れた行路は収まるところを知らず、およそ 1年半にわたってへッセの

生活は荒れ狂ったものとなった。

ヘッセとラング、の物語にはエピローグが付く。他の神学校生たちとのその後の関係

を見ると、ヘッセとの関係を最も早く回復したのはテーオドア・リューメリン 10)だ

ったようで、彼は 1893年 8月には既にカルプにヘッセを訪ねている 11)。彼の仲介で

他の同級生たちにもヘッセの近況が伝えられ、 1894年には何人かとそれなりの文通

が行なわれるようになるのである。ところで、友を裏切ったことで自分を責め続けて

いたラングも 1895年 1月初日に、当時学校に通っていたブラウボイレンから初めて

へッセに手紙を送り、急速に友情は回復した 12)。秋にはラングはテューピンゲン大

学に進学し、偶然ヘッセも同じ町の書屈の見習いになることになった。二人は毎週金

曜と決めてヘッセの部屋で会い、色々なことを語り合ったようである 13)。もっとも、

ラングの学業が忙しくなったのか、話題に接点がなくなったのか、やがて彼の姿はヘ

ッセの視界から消えてし、く。

そもそもへッセは何故神学校から逃走したのだろう。この点に関しては、実はあま

りはっきりしたことは分かつていない。オットー・ハルトマンの 1932年の回想、14)に

よれば、友人たちに何度も逃走すると予告したにもかかわらず、「そんな勇気などあ

るましリと信じてもらえず、その後実際に姿をくらませてしまったのだという。直接

のきっかけは案外そんなことだ、ったのかもしれない。しかしこの出来事の背景に潜伏

している要因には計り知れない複雑さがありそうである。

一つ言えるのは、『車輪の下』では逃走は次第に高まっていく車L醸の延長上に必然

の展開として生起するが、ヘッセの実人生では順序は逆だということである。思いが

けない逃走を発端として、潜在していた様々な問題が顕在化し、退校せざるを得ない

状態へとへッセは陥ってし、く。このような進行の背後で、ヘッセ自身制御しきれない

嵐が彼の内面で吹き荒れており、いわば悪魔的なものに突き動かされるようにして、

周囲の人々をも様々な形で引き回しつつ、乱脈な青春時代へと突入していくのである。

教育体制に留まらず、宗教的な次元をも含めて、彼は硬直した価値体系の押し付けに

逆説的な手段で対抗しないではいられない。まるで運命が彼を選んで、破滅の縁を疾

走させ、何かの実験を行なおうとでもしているかのように。

秋の風景の中で美神の息吹に触れたと感じて詩作に本気で取りかかり、また文学作

品に親しむ中でそこに広大な美的精神的世界を予感し、それに自分の人生を賭けてみ

たいという思いを固めたのはこのマウルプロンでのことだ、った。しかしそのような生

き方を本能的に突き進むと、どれほど社会と衝突しなければならなし、かをありありと

意識させるようになったのも、この時期の体験だ、ったのである。こうした体験と、そ

れとの内的な対峠がなかったら、ヘッセ文学は全く違った形のものになっていたであ

一165



ろう。マウルブ、ロン体験は作家ヘッセにとって一種の引き金の役割を果たしており、

彼はその後の人生を賭けて、ここで刻印された問題に立ち向かっていくのである。そ

う言う意味で、マウルブ、ロンはへッセが自分の運命と出会った土地であったとも言え

るだろう。

解けない課題

自分にのしかかったこのような問題が何を意味するのかを問うことが、その後のへ

ッセにとって不可避の課題となる。そしてそれが彼の作家としての初期の在り方を直

接に規定している。本気で創作に携わるようになって以来、彼は作品の中で何度も何

度も修道院を舞台とする場面を描き続けた。

修道院での美的な体験に親友ヴ、イルヘルムが関わった姿が 1900年執筆の『眠られ

ぬ夜』の「第三夜Jの部分で描かれていることは上に触れた。その他にも、ヘッセの

初期の作品には修道院の影を落とす描写が頻繁に見られるのだが、そんな一つの例を

見つつ、初期のヘッセにとってのマウルブ、ロン体験の意味を考えてみよう。それは『エ

ルヴィン~ 15) というタイトルの初期の短篇である。その粗筋をまとめてみよう。

私(ヘルマン)にとって修道院学校は、郷愁とし、う感情を初めて抱くようになり、

最初に歌を作った土地である。無邪気に遊び回る大方の生徒たちに私は溶け込めず、

読書や思索に耽っていた。秋のある日曜、気に入っている湖畔で、詩想に耽っていると、

級友エルヴィンに邪魔される。語り合ってみると彼もなかなかに空想への性向を持っ

ている。やがて友人同士になる。しかし、生徒たちの間で流行した風刺詩合戦で私た

ちの友情は榔撤され、特に私は傷つき、エルヴィンはしきりにかばってくれたが、も

う心は癒されない。ある春の日の午後、エルヴ、インにも決心を告げられないまま、私

は修道院から森へ逃げ出し、二度と戻ることはなかった。

一年後エルヴィンから手紙が来て、彼も健康上の理由等から修道院学校を去るとい

う。それから一年間心のこもった文通を続けた後、次の夏にシュヴ、アルツヴ、アルトで

再会する。彼は、不治の病だがまだ数年間は生きられると言う。 3週間の問、毎日彼

を訪ねる。その 2年後、今度はエルヴインの自宅に彼を訪問し、数週間滞在させても

らう。彼は世間的な情熱を脱し、その静けさはどんどん増してして。その l年後に訪

ねた時には彼にはもう私の言葉が分からない。死後、彼が私宛に残した手紙を渡され

るのだが、その中には、病気に感謝したい、病気は自分の教師だ、った、という意味の

言葉が綴られている。

1965年にこの作品を初めて世に出したニノン夫人は、創作年代を 1907，.....， 1908年
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と想定した。しかし、病気への忍従と感謝の姿勢に『ベーター・カーメンツイント』

のボッヒ。の原像が含まれている点や、『車輪の下』の内容との重複とその彫琢度など

から考えて、それらよりも『エルヴィン』の方が後の作品であることは考えがたい。

一方新全集にこの作品を収めたミヒェルスは、早ければ 1899年、テューピンゲンか

ノ〈ーゼ、ルで、の執筆と想定している 16)。しかし当時の耽美的な筆致を抜け出している

ことを考えると、そこまで遡ることにも無理があるような気がする。おそらく 1900

年から 1902年頃、『ベーター・カーメンツイント』の執筆が軌道に乗る前までの執筆

と見るのが穏当であろう。

この作品に含まれている様々な要素は、その後のへッセの作家としての展開を暗示

している意味で非常に予兆的である。

修道院での体験は、美の世界との出会い、その方向への予感に引かれるが故の孤独、

理解してくれる友人への希求といった要素の絡み合いを本質的な内容として描かれて

し、く。そしてその帰結として「私」の逃走が起こる。こうした枠組み自体は『車輪の

下』と正確に重なっていると言ってよい。ところがその後は逃走した「私Jではなく、

一年後に肺病故に退校したエルヴ‘ィンに焦点を当てて物語は展開される。そしてそこ

に描かれているのは、飛朔に憧れつつも翼を奪われた青年が勝ち得た、自分の運命に

対する穏やかな忍従の心境である。

この「私」と「エルヴィン」の関係を見ていると、その後のへッセ文学によく現わ

れる「冒険者・旅人Jと「忍従者Jの、対極的な友人関係の範型が見えてくるように

思う。『ベーター・カーメンツイント』におけるベーターとボッピ、『車輪の下』に

おけるハイルナーとギーベンラート、『ゲ、ルトルート』におけるムオトとクーン、『ロ

スハルデ』におけるプルクハルトとフェラグート・・・・。ヘッセ自身ボーデン湖畔に半

ば隠者的に居を定めて忍従者的な生活を目指したのだが、それに閉塞を感じて 1912

年にベルンに移り、 1919年に市民的・安定的な生活の基盤をいったん放棄するまで、

この二極関係の停滞は彼の精神的沈滞の土壌で有り続けるのである。『エルヴ、イン』

でへッセは「私Jの問題を描き切らず、『車輪の下』ではハイルナーの問題を描き切

らなかった。この方面の掘り下げが敢行されない限り、マウルブロンで彼にのしかか

った重荷は解消されようがなかったのではないだろうか。

マウルプロン体験は、美的な誘惑を通してへッセを詩人の世界へと促した。しかし

同時に世間との事離と自分の存在の基盤の危うさという、大きな不安定要素をも彼に

課したのである。ある意味でその後のへッセの遍歴は、こうした芸術家の存在基盤の

危うさの中で道を模索し続ける歩みであったと言えよう。
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1 914年の訪問

それ以来暫くへッセはマウルプロンを思い出さないようにしていたように思える。

ところが 1914年になってへッセはその地を再び訪れてみようと思い立ち、 6'" 7月

頃にそれを実行する。

神学校を去って以来、調べの付く限りでへッセは 3度マウルブ、ロンを訪問している。

その 1度目がこの時であり、 22年ぶりの訪問である。自分の人生を暗い方向にねじ

曲げたこの思い出の地を彼が訪ねたくなかったことはよく理解できる。ならば一体何

故この時期にマウルブ、ロンを訪問する気になったのだろうか。おそらく彼は、精神的

閉塞の中で、内面に新たなものの護きを感ずる時期にさしかかっていたのではないだ

ろうか。上述のように 1912年にヘッセはボーデン湖畔での生活を切り上げ、新進作

家の素朴な夢は一度無に帰し、全ては振り出しに戻ったような状況になっていた。 1912

年から 1913年初頭にかけて執筆した『ロスハルデ』では「停滞を打破せねば」とし、

う主題が、濃厚に作品全体に浸透している。

ところで、同じ 1914年の初夏、マウルブ、ロンを訪ねる直前頃に、ヘッセは戦争を

予示するような不思議な夢を見て、それを『神々の夢』というエッセイに描いている

1 7)。黙示的な不気味な心象が重ねられた後、最後には戦争の神まで立ち現われるこ

の夢は、一種の「予知夢Jとして解釈してみたい欲求にもかられる内容を持っている。

いずれにせよ、内外共に調和は崩れ行き、新生への可能性が有り得るのかどうかの切

羽詰まった探求が必要な状況に彼は陥っていたのである。そんな中で久しぶりにマウ

ルプロンを訪ねたことには、自分の歩みの出発点を見つめ直したいという意識が働い

ていたのであろう。

この体験を彼は『マウルブ、ロンの回廊の噴水~ 18)というエッセイに綴っているが、

その時の感情の振幅は回廊の礼拝堂にある噴水を目にした時に極みに達する。

Viele edle Gewolbe haben mich beschattet， viele schone Gesange mich erregt und mich 

getrostet， viele Brunnen haben mir， dem Wanderer， gerauscht. Aber dieser Brunnen ist mehr， 

unendlich mehr， er singt das Lied meiner Jugend， er hat meine Liebe gehabt und meine 

Traume beherrscht in einer Zeit， da jede Liebe noch tief und gluhend， da jeder Traum noch 

ein Sternhimmel voll Zukunft war. W部 ichvom Leben hoffte， w回 ichzu sein und zu 

schaffen und zu dulden dachte， was von Heldentum und Ruhm und heiliger Kuostlerschaft 

meine ersten Lebens凶 umeerfiillte und bis zum Schmerz mit Fulle uberquoll， d部 alleshat 

dieser Brunnen mir gesungen， das hat er belauscht und be釦hutzt.

Und ich hatte ihn vergessen! 

これまで私は多くの高貴な脅蔭の影に休み、多くの美しい歌に感動と慰謝を得、多

くの噴水が旅人である私に嘱きかけてくれた。しかしこの噴水はそれ以上である。無
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限にそれ以上である。あらゆる愛がまだ深くて燃えるようで、あらゆる夢がまだ未来

に溢れた星空で、あったあの時期に、この噴水は私の青春の歌を歌い、私の愛を所有し、

私の夢を支配していた。私が人生に期待したもの、私がそうなろうとし、作ろうとし、

耐えようとしたもの、英雄的な冒険や名誉や神聖な芸術性で私の初めての人生への夢

を満たし、そして痛いまでに充満して湧き溢れたもの、その全てをこの噴水は私に歌

ってくれ、その全てに耳傾け、そして護っていてくれたのだ。

ところが私の方では、この噴水を忘れてしまっていた。

詰まるところ、彼はこの一つの噴水に、超時代的に人間の生に働きかけ続ける一つ

の象徴を見出したのである。へッセは、自分がある大きな精神共同体の一員であるこ

とを、ここで予感し直したと言ってよかろう。

192 1年の訪問

2度目の訪問は 1921年 10月のことだ、った。大戦終了直後の 1919年にヘッセはス

イス南部のモンタニョーラに移住し、しばらくは芸術の世界に燃焼し尽くそうとする

生活を送り、 ドイツを訪れることは避けていた。そんな彼が、戦後のドイツの印象を

確かめようと思い立つたのがこの時の旅行だ、った。

同郷の友エーミール・モルトが自動車を出してくれ、やがて 2度目の結婚の相手と

なるルート・ヴェンガーを伴つての旅で、旧知の人々を訪ねつつ、シュトゥットガル

ト、カルプ等を巡っている。マウルブ、ロンには 3日間も逗留しているが、その前の訪

問の時の悲壮な透明感と比べるとこの時は精神的に落ち着きがなかったようで、印象

をエッセイに映し出すこともしていない。彼が過渡期にあったことが感じられる 19)。

1928年の訪問

3度目は 1928年 3月。中年に達して以来、体調的には持続的に下降していたにも

かかわらず、この時の訪問には何故か若やいだ新生の息吹のようなものが感じられる。

ちょうど『ナルチスとゴ、ルトムント』の執筆期に当たり、同行者は、まだ結婚はして

いなかったが、当時蜜月のような関係にあったニノン・ドルピンだ、った。

冬期の居住地としていたチューリヒを 3月上旬に出発し、シュトゥットガルト、カ

ルプ、マウルプ、ロンを含め、南西ドイツをかなり広汎に移動し、それからヴ、アイマル

で朗読会を開き、そしてベルリンにまで足を伸ばしている。ニノンはそこからパリへ

向かい、へッセ自身は 4月 10日に飛行機でシュトゥットガルトに戻り、さらにチュ
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ーリヒまで飛行している 20)。

この時の旅行では、ヴ、ユルツブルクでテイルマン・リーメンシュナイダーの聖母像

に感銘を受けたことも自を引く 21)。ニノンという新しい女性の理解者に包摂されつ

つ、造形芸術家としてのゴルトムント像を深めていったこの旅行は、晩年のヘッセの

作品世界の展開すべき方向を暗示しているように思う。『ナルチスとゴ、ルトムント』

でヘッセはマウルブ、ロンをマリアプロン修道院の姿に昇華させているわけだが、そこ

には、個に過酷な運命を強いたことを糾弾する『車輪の下』の調子はもう無い。

晩年

その後へッセは再びマウルプロンを訪ねることはなかったようだが、マウルブ、ロン

の記憶との内的な対話は息長く続けられた。その中で、マウルプロンのイメージは「個

を押し潰す圧制的な教育機関Jから、「精神文化を伝統として受け継いでいく、求道

性に支えられた教団」といった様相を次第に強めてし、く。 30年代以降の作品世界は、

キリスト教的伝統とそれに則った教育との対峠がなければおおよそ構想不可能の世界

だ、ったはずである。

ヘッセは既存の宗教団体をそのまま肯定する人で、はなかったが、彼の世界は本質的

に「求道性によって繋がれた少数の人々の連携にユートヒ。ア実現の可能性を託するJ

といった側面を持っている。マウルブロンのイメージは、そのような意味で、未来へ

の希望の象徴へと転じていったと言えそうである。

晩年に至って、マウルプロンやゲッピンゲン時代22)の級友たちとのヘッセの交わ

りは、却って深まっていく。長らく連絡の途絶えていた友との関係の結び直しの例も

多く、彼らと共有する世界はますます大切なものとなっていくようである。様々な人

々の思い出が小品の中で蘇らされ、様々な人々との再会が実現されてし、く。

1914年の訪問の折には教官としてマウルブ、ロンでへッセを迎え、『ニュルンベルク

への旅』で描かれた 1925年の旅の際にはブラウボイレンで彼をもてなし、以後も何

度か面会の機会を持ったヴ、イルヘルム・ヘッカー23)。

20年代半ばに親交を結び直し、以後親密な文通を続け、『ガラス玉遊戯』執筆の折

にはラテン語の部分で力を貸したフランツ・シャル24)。一一彼はギムナージウムの

教師をしていたが、その政治信条故に、 1年間の収監も含めナチに迫害され、 1943年

に命を落とした。

同じく 20年代に親交が復活し、 1952年に亡くなるまで頻繁な文通を続け、ヘッセ

に古き良きシュヴァーベン性を体現する人物と目されたオットー・ハルトマン25) (ゲ

ッピンゲン市長)。
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第 2次大戦後に親交が復活し、ベーター・ズーアカンプが 1950年に自分の出版社

を起こすに当たり、ヘッセの紹介で彼の相談役となって重要な役割を果たした、弁護

士のエドゥムント・ナッター26)。

40年代後半に親交を結び直し、文通相手の中でも特に祖創的な人間としてヘッセ

に高く評価されたカール・デッティンガー27) (ピーベラッハの裁判官)。

これも 40 年代末に連絡が復活し、その著書『ヴ、ユルテンベルク教会史~ (1949年)

をヘッセが高く評価したハインリヒ・ヘルメリンク 28) (キール、ボン、マールプル

ク大学の教会史教授を歴任)。

1950年代に親交の復活した、牧師で、神学校長も務めたハンス・フェルター 29)。

一一晩年の回想的なエッセイの中では、彼らにはしばしば主役的な位置が与えられ

ており、ゲッピンゲ、ンやマウルブロンで刻印されたものは、懐かしい魂の故郷の色合

いを帯びるまでになっていく。そして、これらの人々が一人また一人と亡くなってい

くのを目にしながら、ヘッセはやがて終わりを迎える自分の人生の意味をしみじみと

かみしめていた。

ヘッセ自身は思いの外長生きし、 85年の人生を全うすることができた。これらの

級友たちのうち彼よりも後まで生き長らえたのはハンス・フェルターとエドゥムント

・ナッターの 2人だけだ、ったようで、 1962年 8月のへッセの葬儀に際しては、ハン

ス・フエルターはへッセが葬られたモンテニョーラの聖アッボンディオ教会まで足を

運び、弔辞を述べている 30)。

ヘッセにとってのマウルプロン

マウルブ、ロンから逃走した際、祖父ヘルマン・グンデ、ルトがをれを「天才旅行」と

呼んで包容力を持って受け止めてくれたことを、晩年のヘッセは『祖父のこと』とい

う公開書簡の中で感謝の気持ちを込めて回想している。ところでこの祖父は、へッセ

の目から見て、マウルブ、ロンをも含めたシュヴ、アーベンの精神風土の体現者でもあっ

た。『祖父のこと』から一部分を引用してみよう 31)。

In diesem Grosvater， bei dessen Tode ich sechzehnjahrig war， habe ich nicht nur einen 

weisen und unbeschadet seiner grosen Gelehrsamkeit sehr menschenkundigen alten Mann 

kennen gelemt， sondem auch einen Nachklang， eine unter Frornmigkeit und Dienst am Reich 

Gottes e阿部 verborgene，aber doch sehr lebendig gebliebene Erbschaft von der wunderlich 

aus materieller Enge und geistiger Grosartigkeit gemischten Schwabenwelt， die in den 

schwabischen Lateinschulen， in den evangelischen Klosterseminaren und im berUhmten 
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Tubinger "Stift" sich gegen zwei Jahrhunderte lang erhalten und immerzu mit wertvoller 

Tradition bereichert und ausgedebnt hat. Dies ist nicht blos die Welt der schwabischen 

Pfarrhauser und Schulen，却 derauch Manner von grosem Geist und vorbildlicher 

Seelenzucht wie Bengel， Oetinger， BlUI叫lardtgehort haben， sondem in der auch Holderlin， 

Hegel， Morike grosgeworden sind. 

その死の時に私が 16歳だ、ったこの祖父において、私は単に賢くてその大変な学識に

もかかわらず人間通だ、った一人の老人を知ったのみならず、物質的な狭さと精神的な

壮麗さが奇妙に混合されてできているシュヴ、ァーベンの世界の、残響と、敬度さと神

の国への奉仕の下に幾分隠されているが、しかしそれでも生き生きとしたものであり

続けているその遺産を、知ったのだった。このシュヴ、ァーベンの世界は、シュヴァー

ベンのラテン語学校、プロテスタントの修道院学校、そして有名なテューピンゲン大

学神学部において、およそこ百年にわたって保たれ、そして常に価値ある伝統によっ

てより豊かにされ、拡大されてきたのだ、った。これは単に、ベンゲル、エーティンガ

ー、ブルームハルトのような偉大な精神と模範的な心の修養を有する人々も属してい

たシュヴァーベンの牧師館や学校の世界であるのみならず、そこで、へルダーリン、へ

ーゲル、メーリケが成長した世界でもあったのである。

このように、老年のへッセの目にシュヴ、ァーベンの世界は、一見ひなびた地方的宗

教性に閉じられているようでいながら、実は広大な精神的広がりを包み込むことので

きる懐の深いものとして映っている。第 l次大戦前に書いた『プレッセルの園亭で』

32)では、精神の聞に落ちた後のヘルダーリンを背景に配し、テューピンゲン大学の

学生でありつつその精神性に圧迫を感じる、メーリケと、特にヴ、アイプリンガーに、

困難な人生が待ち受けていることをヘッセは描いている。しかし 74歳で執筆したこ

の書簡には、青春のそのような困難さを包含しつつ、もっと高くから展望する視点が

ある。ここではヘルダーリンとメーリケは地方にあって普遍へと飛期した、高遁な精

神の象徴として言及されている。

『車輪の下』で個を押しつぶす教育機構として捉えられたマウルブロンは、『ナル

チスとゴ、ノレトムントJに至って、個々人の波乱の運命を温かに超えて優しく包む容器

のような役割を果たすマリアプロン修道院の姿に変容され、さらには『東方への旅』

の「結社J、そして『ガラス玉遊戯』の「カスターリエンj のような、人類の精神的

営為を包含しようとする人々の共同体のイメージへと展開されていった。

ヘッセが自分のマウルブロン体験を見る目も、それに歩調を合わせて変化していっ

た。波乱の青春の痛みはもちろん残るが、それを逢かに超える次元を暗示し、彼を鍛

え、 f求める者Jとしての歩みに指針を与えたこの世界を、晩年のへッセは感謝の念

を持ちつつ回想している。
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注

1)高橋(1993)参照。

2)主に KJlを参照した。

3) Wilhelm Lang (1876・1938): MaulbronnとBlaubeurenの神学校で学んだ、後、 1895年

に Tubingen大学に進み、植物学の博士号を取得。後に das Botanische Institut der 

Landwirtschaftlichen Hochschule in Hohenheirnの教授となる。 (KJ1:574)

4) 二人の交友の生の姿を書簡から読み取ることは難しいが、後の作品には、美的な

彫琢は施されつつも、かなり踏み込んでそれが描かれている。特に"SchlafloseNachte" 

(1900年 2月執筆、 1907年に"HennannLauscher"に加えられる)の第 3夜で Wilhelm

は実名で登場し、月光を浴びた夜の修道院で「私」と語らう様が描かれている。 (SW1:

294.) 

5) KJl:171f. 

6) Ziegler， S. 101. 

7) KJl:194f. 

8) Otto Hartmann (1877・1952): MaulbronnとBlaube町 'enの神学校で学んだ後、Tubingen

大学で法律学を学ぶ。弁護士となり、 1919年から 1933年まで Goppingen市長を務め

る。以後ナチにより職を奪われ困窮するが、戦後も州の要職に就いて活躍。 (KJl:570) 

9) この時期の遍歴については高橋 (2004)参照。

10) Theodor Rumelin (1877・1920): Maulbronnと Blaubeurenの神学校で学んだ後、

Tubingen大学で 1年間ほど神学を学ぶ。以後軍人になる道を模索した後、 S加ttgart工

科大学に学び、土木技師となる。 (KJ1:574)

11) KJl:385. 

12) KJl :427. 

13) 1895年 11月 20日、 Tubingenより両親への手紙 (KJ2:34)参照。

14) Hartmann， S. 28. 

15) "Erwin"， SW6:7・25.

16) SW6:593. 

17) "Der Traum von den Gottern"， in: Kunst des Muβiggangs， S. 168・72.

18) "Der Brunnen im Maulbronner Kre田 gang"，SW13:357・60.

19) Vgl. GB1:483， Pfeifer， S. 55. 

20) Ninon Hesse: Lieber， lieber Vogel， S. 179・186.

21) Vgl. "Einst in Wurzburg" (1928)， in: Kunst des Musiggangs， S. 277・81，Pfeifer， S. 

400， Schneider， S. 88. 

22) Maulbronnに進学する前、 1890年 2月から 1891年 7月まで、 HesseはS卸旬artの

東方にある Goppingenのラテン語学校に通っていた。この学校は州試験受験への予備
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校的な性格を持っており、 Maulbronnの級友のうち何人かとはこの時以来の知り合い

である。 Maulbronnに進学しなかった生徒たちとも、晩年に至って Hesseは再び連絡

を取り合うようになる。

23) Wilhelm Hacker (I877・1959) (KJ1:569f.) 

24) Franz Schall (1877・1943)(KJ1:574) Schallとの交友は"Gedenkblattfiir Franz Schall" 

(1943， in: Gedenkblatter， S. 176-8)で簡略に振り返られている。

25)注 8)参照。OttoHartmannは死の 1週間ほど前の 9月 21日から 2日間 Montagnola

のHesse宅を訪問しており、その時の様子をへッセは"HerbstlicheErlebnisse" (1952， in: 

Briefe an Freunde， S. 120・30) に綴っている。

26) Edmund Natter (1877・1971): Maulbronnには進学しなかった。 (Apel，S. 709) 

27) Karl Dettinger (生没年不明) (Apel， S. 169) 

28) Heinrich Hermelink (1877・1958): Maulbronnには進学しなかった。 (KJl:570f.) 

29) Hans Volter (1877・1972) (KJl :576， Apel， S. 980王)この HansVolter と前述の

Edmund Natterとは 1954年 7月に、当時の Hesseの夏の滞在地である Engadinで彼と

再会しており、その模様は"Rundbriefaus Sils・Maria"(1954， in: Briefe an Freunde， S. 

181-93) に綴られている。 Edmundは自分で自動車を運転して先に帰宅するが、 Hans

とは数日間を共にし、自分たちが生きてきた時代と共にしみじみと回想している。

30) Vgl. Apel， S. 981. 

31) "Groβ，vaterliches" (I 952)， in: Briefe an Freunde， S. 106. 

32) "1m Presselschen Gartenhaus" (1913)， SW8:84・112.

(北海道教育大学函館校助教授)
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